
平成30年7月豪雨における停滞性降水系の実態と豪雨災害

第7回防災学術連携シンポジウム「平成30年夏に複合的に連続発生した自然災害と学会調査報告」，日本学術会議，2019年3月12日

日本気象学会
竹見哲也*（日本気象学会気象災害委員会，京都大学防災研究所）

*Contact: takemi@storm.dpri.kyoto‐u.ac.jp

平成30年7月豪雨災害に対する気象学会での取組

気象学会大会での研究会・専門分科会の企画

平成30年度秋季大会メソ気象研究連絡会・気象災害委員会合同研究会「『平成30年7月豪雨』に関する理解の現状と今後の課題」（仙台市，2018年10月28日）

平成31年度春季大会専門分科会「東アジアで近年発生する極端現象に対する地球温暖化の寄与とその将来予測」（東京都渋谷区，2019年5月15～18日）

科学研究費・特別研究促進費「平成30年7月豪雨による災害の総合的研究」への参画

準停滞性降水系の地域特性 出現頻度

線状の割合
平成30年7月豪雨の発生域

は、停滞性降水系が高頻度
で発生する場所と合致してい
る。また、その地域では線状
になる割合も高い。

準停滞性降水系の地域別の発
生頻度解析：2005～2012年の5
～10月の気象庁合成レーダー
による統計

竹見（京大防災研）

暖候期の準停滞性降水系の気候学的特性

GPM衛星2周波降水レーダが捉えた降水立体構造
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西日本上空の成層構造（JRA55） 2018年7月7日 0UTC

対流を含め、さほど背が高くな
い（高々10km）。
広大な層状域の中に対流域が
埋め込まれた、「組織化降水シ
ステム」の特徴を示す。

気候値に比べ安定で湿潤
な場で生じていた

（極端降水の環境場；
Hamada&Takayabu 2018）。

高薮・横山・辻
（東大大気海洋研）

2018年7月7日 0:35UTC頃

2018年7月豪雨をもたらした降水システムの特性と環境場の解析

H30年7月豪雨の局地的な特徴

96時間積算降水量の分布

西日本から東海地方にかけての広
い範囲で，断続的に大雨となった．

さまざまな地域で線状降水帯が発
生し，大雨に寄与していた．

広島県と岡山県の大雨の特徴

広島県では，線状降水帯が通過するタイミン
グで降水量が多くなった．

岡山県では，線状降水帯は確認できず，弱
い降水が持続していた．

⾼薮・津⼝・川瀬・今⽥・清野・仲江川（気象研）

雲・雷情報の比較

平成30年7月豪雨 2018/07/05 14:00JST

2017年九州北部豪雨 2017/07/05 14:00 JST

国土交通省XRAINから作成（小坂田・中北・山口）

雲情報（レーダー反射強度）

（鈴木・山口大）

雷情報

平成30年7月豪雨 07/05 15:00JST（LIDEN）

2017年九州北部豪雨 07/05 15:00 JST（IMPACT）

〇が負極性，
＋が正極性，
平成29年九州

北部豪雨は負
極性のみを示
している

平成３０年７月豪
雨は、背が低く、
雷がほとんどな
かった。ある意
味、雨だけでは
恐怖を感じにくい
豪雨であった。

中北・小坂田・山口（京大）・鈴木（山口大）


